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能
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震
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び
豪
雨
災
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び
豪
雨
災
害
か
ら
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創
造
的
復
興
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企
業
の
持
続
的
発
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創
造
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復
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企
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令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業

の
円
滑
な
推
進
に
、
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
こ
の
二
年
間
、

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び

奥
能
登
豪
雨
か
ら
の
復
旧
、
そ

し
て
創
造
的
復
興
を
目
指
し
て
、

国
、
県
、
市
町
を
は
じ
め
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
被
災
事
業
者
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
な
り
わ
い
再
建
に

向
け
て
、
着
実
に
歩
み
が
進
め　

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
商
工
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
国
、
県
、
市
町
に
よ
る

各
般
の
施
策
の
活
用
を
促
し
、

被
災
事
業
者
の
復
旧
・
復
興
を

後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
の

事
業
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
未
だ
先
を
見
通
せ
な
い
事

業
者
が
い
る
な
ど
、
個
々
の
進

捗
に
は
差
が
あ
り
、
復
興
へ
の

道
の
り
は
な
お
険
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
低
賃
金
の
過
去

最
大
幅
の
引
上
げ
、
米
国
の
関

税
政
策
等
、
コ
ス
ト
上
昇
要
因

は
止
ま
ら
ず
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し

て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
は
、
税
制
や
労
働

法
制
の
改
正
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
、
人
手
不
足
な
ど
、
事
業

環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

販
路
開
拓
、
生
産
性
向
上
、
事

業
承
継
等
、
自
ら
の
経
営
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
十
月

二
十
九
日
の
第
六
十
五
回
県
商

工
会
大
会
で
は
、
「
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
促
進
」

「
地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
の
拡
充
」
を
は
じ
め
と
す

る
重
要
五
項
目
の
提
言
を
、
出

席
者
の
総
意
を
も
っ
て
決
議
し
、

先
ご
ろ
、
国
、
県
等
関
係
機
関

に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
工
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

被
災
事
業
者
の
復
旧
・
復
興
支

援
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

様
々
な
経
営
課
題
へ
の
取
組
や

事
業
環
境
変
化
へ
の
対
応
を
支

援
し
、
地
域
活
力
の
源
泉
で
あ

る
事
業
者
の
経
営
の
安
定
と
成

長
を
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
地
元
行
政
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
商
工
会
の
事
業
活
動
に

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
地
域
経
済
の

発
展
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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産
業
づ
く
り
に
向
け
て

産
業
づ
く
り
に
向
け
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
八
年
の
新
春

を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
県
政
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
政
史
上
未
曽
有
の
大
災
害

と
な
っ
た
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
の
発
生
か
ら
二
年
、
令
和

六
年
奥
能
登
豪
雨
か
ら
は
一
年

三
ヶ
月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
県
内
外
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
多
大
な
る
ご
支
援

に
対
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
で
は
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
の

応
急
復
旧
は
も
と
よ
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
や
、

事
業
者
の
生
業
の
再
建
へ
向
け

た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
国
、

市
町
、
関
係
団
体
等
と
緊
密
に

連
携
し
、
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
て
、
様
々
な
課
題
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

地
震
の
発
災
以
降
、
「
な
り

わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」
に
よ

る
本
復
旧
の
支
援
に
加
え
、
早

期
の
営
業
再
開
の
た
め
の
仮
設

施
設
等
の
整
備
を
支
援
す
る

「
営
業
再
開
支
援
補
助
金
」
等

の
補
助
金
や
、
能
登
と
金
沢
に

開
設
し
て
い
る
事
業
者
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
伴
走
支
援
な
ど
、

生
業
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
た
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金
」

及
び
「
起
業
促
進
補
助
金
」
を

創
設
し
、
能
登
に
お
け
る
新
た

な
取
組
や
起
業
に
つ
い
て
も
支

援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
現
在
、
能
登
六
市
町
の
事

業
者
の
約
九
割
が
営
業
を
再
開

す
る
も
、
本
格
的
な
営
業
再
開

は
約
七
割
、
奥
能
登
四
市
町
で

は
約
六
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
被
災
さ
れ
た
事
業

者
に
寄
り
添
い
、
事
業
再
建
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
度
重
な
る
災
害
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
な
ど
の
対
応
に
よ

り
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
い
る

ほ
か
、
米
国
関
税
の
影
響
や
物

価
高
騰
、
人
手
不
足
が
続
く
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
が
一
日
も

早
く
生
業
を
再
建
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
の
成
長

に
向
け
た
取
組
も
し
っ
か
り
と

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
明
る
い
展
望
の
持

て
る
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

県
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

石
川
県
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事

石
川
県
知
事
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浩

馳　
　
　
　

浩
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商
工
会
の
力
を
結
集
し

 

能
登
の
創
造
的
復
興
と
企
業
の
持
続
的
発
展
を

　
　
　
　
　
　

第
六
十
五
回
石
川
県
商
工
会
大
会

　

県
連
合
会
は
、
十
月
二
十
九

日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
本
館
で
第
六
十
五
回
石

川
県
商
工
会
大
会
を
開
催
。
商

工
会
役
職
員
を
中
心
に
約
三
百

五
十
名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
の
冒
頭
、
長
基
健
司
会

長
は
「
被
災
事
業
者
に
様
々
な

支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
も
、
国
・
県
に
よ
る

復
旧
・
復
興
支
援
が
不
可
欠
で

あ
り
、
引
続
き
強
く
訴
え
て
い

く
。
ま
た
、
コ
ス
ト
上
昇
や
人

手
不
足
な
ど
、
事
業
者
が
対
応

す
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

商
工
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

取
り
組
む
事
業
者
に
寄
り
添
い
、

支
援
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
馳
浩

県
知
事
、
八
田
知
子
県
議
会
副

議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
前
誠

一
県
市
議
会
議
長
会
長
、
金
丸

幸
義
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
金

沢
支
店
国
民
生
活
事
業
統
轄
、

田
代
克
弘
県
信
用
金
庫
協
会
副

会
長
、
山
出
光
司
県
経
営
支
援

課
長
、
県
選
出
国
会
議
員
（
代

理
）
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
二
百
六
十
五
の
個

人
、
企
業
、
商
工
会
に
対
す
る

表
彰
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
沢

田
隆
県
連
合
会
副
会
長
が
、
五

項
目
の
提
言
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
二
口
将
大
県
青
年
部
連

合
会
長
が
決
議
文
を
朗
読
、
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

最
後
に
、
田
向
公
一
県
連
合

会
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

知事表彰

被 

表 

彰 

者

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

 
(　

)

内
は
所
属
商
工
会

石
川
県
知
事
表
彰

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
美
川
） 

隅
田
等
、
（
津
幡
町
） 

山
﨑
英

之
、（
羽
咋
市
） 
駒
井
秀
宏
、（
穴
水
町
） 

村
山
隆

・
優
良
職
員

（
野
々
市
市
） 

伊
藤
敬
子
、（
津
幡
町
） 

西
村
和
美

・
青
年
部
役
員
功
労
者

（
志
賀
町
） 

上
杉
幸
司

・
女
性
部
役
員
功
労
者

（
美
川
） 

北
清
美
、
（
野
々
市
市
） 

田
中

陽
子

大　
　

会　
　

決　
　

議

一　

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
促
進

一　

地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
の
拡
充

一　

事
業
者
が
活
用
し
や
す
い
各
種
制
度
の
改
正
・
拡
充

一　

地
域
産
業
の
振
興
と
産
業
基
盤
の
整
備
強
化

一　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
商
工
会
の
体
制
強
化

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）
中
谷
直
美
、
（
鶴
来
） 

小
島

春
江
、
中
山
智
幸
、
村
上
茂
和
、（
白
山
）

牧
野
勝
則
、
（
か
ほ
く
市
）
竹
中
昭
彦
、

（
森
本
）
柄
本
尚
美
、
会
津
和
彦
、
浦

﨑
綾
、
新
野
美
樹
、（
内
灘
町
） 

岩
崎
誠
、

狩
山
浩
二
、
（
羽
咋
市
） 

越
坂
愉
多
嘉
、

藤
原
鉄
平
、
山
本
光
子
、
中
村
浩
二
、

飯
村
三
津
子
、
叶
田
良
三
、
杉
本
重
子
、

（
富
来
） 

砂
走
裕
美
恵
、
（
志
賀
町
） 

平

山
昌
子
、
（
宝
達
志
水
町
）
中
多
章
紀
、

土
上
幸
美
、
西
村
陽
一
、
（
能
登
鹿
北
） 

川
口
博
子
、
（
中
能
登
町
）
河
島
敦
子
、

石
野
深
悟
、
古
澤
英
和
、
山
本
徹
、
若

林
忠
、
山
下
一
夫
、
山
口
美
帆
、
大
森

美
由
樹
、
枡
谷
栄
、
大
野
木
茂
、
山
口

直
正
、
朝
倉
賢
一
、
内
田
里
志
、
丹
羽

篤
司
、
沢
田
利
夫
、（
門
前
町
）
宮
下

寛
一
、
石
田
ま
ゆ
み
、
（
穴
水
町
）
新

田
耕
司
、
馬
道
勇
作
、
（
能
登
町
）
笠

原
佳
子
、
干
場
奈
美
枝
、
加
川
文
恵

石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
商
工
会
功
労
者

（
宝
達
志
水
町
） 

市
村
昭
代
史

〇
青
年
部
連
合
会
功
労
者

（
志
賀
町
） 

上
杉
幸
司
、
（
能
美
市
）
室

谷
和
規
、（
美
川
）石
立
健
太
、（
内
灘
町
）

吉
村
晋
一
郎
、
（
穴
水
町
）
鳥
越
正
樹

〇
女
性
部
連
合
会
功
労
者

（
能
美
市
） 

北
野
ゆ
か
り
、
（
森
本
）
髙

松
嘉
代
、
（
富
来
）
小
堀
京
子
、
（
能
登

鹿
北
）
成
田
眞
喜
子
、
（
能
登
町
）
谷

田
昌
子

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
野
々
市
市
） 

中
村
誠
宏
、
清
水
良
典
、

（
か
ほ
く
市
） 

岡
田
栄
喜
、
（
内
灘
町
） 

梅
田
雅
昭
、（
羽
咋
市
）
高
田
圭
治
、

金
井
亮
太
郎
、
三
輪
孝
浩
、
長
浦
和
弘
、

鳥
越
作
英
、（
志
賀
町
） 

三
原
久
樹
、（
宝

達
志
水
町
）
武
部
秀
康
、
（
中
能
登
町
） 

黒
氏
毅
志
、
多
知
勇
世
、
笹
川
修
也
、（
能

登
町
）
石
岡
安
雄
、
室
谷
信
子

・
優
良
職
員

（
鶴
来
） 

小
野
笑
美
、（
津
幡
町
） 

西
川

兼
正
、（
穴
水
町
）
二
又
留
美
、
（
能
登

町
）
加
賀
明
子

〇
青
年
部
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）
室
谷
和
規
、
（
山
中
）
岡
本

充
永
、
（
美
川
）
石
立
健
太
、
（
鶴
来
）

三
納
基
生
、
（
野
々
市
市
）
藤
田
和
也
、

（
津
幡
町
）
南
村
浩
介
、
（
内
灘
町
）
吉

村
晋
一
郎
、（
羽
咋
市
）
中
條
泰
佑
、（
富

来
）
髙
澤
真
一
、（
志
賀
町
）
余
海
洋
樹
、

（
宝
達
志
水
町
）
武
内
翼
、（
能
登
鹿
北
）

松
田
友
也
、（
穴
水
町
）
鳥
越
正
樹
、（
能

登
町
）
玉
地
正
幸

〇
女
性
部
役
員
功
労
者

（
津
幡
町
） 

吉
田
由
記
子

〇
地
域
貢
献
企
業

（
能
美
市
） 

㈲
法
利
工
作
所
、
㈲
直
人

運
輸
、
㈲
ボ
デ
ー
ガ
レ
ー
ジ
ク
ル
マ
、

（
美
川
） 

㈲
美
川
タ
ン
パ
ク
、
二
木
整

缶
工
業
㈱
、
（
鶴
来
）
㈱
目
名
製
作
所
、

㈱
北
野
組
、
（
白
山
）
㈲
長
助
、
（
野
々

市
市
）
㈲
深
谷
自
動
車
商
会
、
㈱
下
川

組
、
（
か
ほ
く
市
）
㈲
ワ
イ
・
ア
ー
ル
・

テ
ィ
、
㈱
室
島
精
工
、
ニ
ュ
ー
珊
瑚
、

（
森
本
）
㈱
堀
本
工
務
店
、
㈲
長
田
自
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七
年
秋
の
叙
勲
に

古
玉

栄
治

氏

酒
屋

利
信

氏

　

令
和
七
年
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
、
中
能
登
町
商
工
会
長

の
古
玉
栄
治
氏
が
「
旭
日
双

光
章
」
を
、
元
能
登
町
商
工

会
長
の
酒
屋
利
信
氏
が
「
旭

日
単
光
章
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

動
車
、
（
内
灘
町
）
㈲
ケ
ネ
ス
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
㈱
ア
ミ
ザ
ワ
ル
ー
フ
、
（
羽

咋
市
）
㈱
大
窪
工
務
店
、
㈲
カ
ナ
イ
、

（
富
来
）
奥
下
建
設
㈱
、（
宝
達
志
水
町
）

林
谷
産
業
㈱
、
㈱
敷
浪
タ
ク
シ
ー
、（
能

登
鹿
北
）
山
水
荘
、
チ
カ
ラ
技
建
、（
中

能
登
町
）
㈱
マ
ル
サ
ン
精
密
、
㈱
ジ
ェ

イ
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
大
槻
工
場
、
（
門

前
町
）
㈲
誠
和
環
境
開
発
、
（
穴
水
町
）

能
登
ワ
イ
ン
㈱
、（
能
登
町
）
㈲
能
登

電
業
社

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）
若
林
浩
二
、
辻
純
平
、
表

正
浩
、
中
西
勝
徳
、
岩
本
治
、
松
井
隆

弘
、
伊
勢
香
織
、
長
田
有
希
、
浜
田
奈

美
、
河
元
孝
志
、
木
上
嘉
仁
、
出
口
研

二
、
松
山
恭
平
、
西
亭
佳
代
子
、
山
本

幸
男
、（
川
北
町
）
木
藤
有
香
、（
鶴
来
）

佐
藤
未
弥
、
永
下
明
子
、
浅
野
貴
宏
、

穴
田
祐
樹
、
（
白
山
）
吉
田
順
一
、
梶

博
人
、
（
か
ほ
く
市
）
山
﨑
清
人
、
藤

本
晃
介
、
高
崎
琢
也
、
高
崎
若
菜
、
松

山
貴
恵
、
北
川
由
美
、
安
達
晴
美
、
城

戸
雄
三
、
（
森
本
）
蒲
田
倫
之
、
堀
田

敦
子
、
（
津
幡
町
）
田
村
久
美
子
、
（
内

灘
町
）
直
井
信
也
、
田
中
庸
子
、
竹
田

直
樹
、
（
羽
咋
市
）
岩
城
慶
子
、
西
井

登
与
明
、
岩
城
晶
子
、
永
尾
宗
之
、
川

端
正
義
、
鳥
居
信
子
、
（
富
来
）
橋
場

仁
、
（
志
賀
町
）
髙
崎
隆
、
谷
口
真
吾
、

仙
崎
幸
治
、
東
山
明
雄
、
（
宝
達
志
水

町
）
浄
光
寛
、（
能
登
鹿
北
）
出
村
拓
史
、

萬
谷
徹
、
土
田
直
美
、
中
西
美
紀
子
、（
中

能
登
町
）
宮
本
雅
之
、
中
村
弘
美
、
川

場
和
浩
、
府
中
沙
織
、
竹
ケ
端
博
樹
、（
門

前
町
）
川
上
稲
子
、
瀬
和
博
、
岡
田
茂

樹
、
谷
口
紀
子
、
小
崎
喜
美
、
小
崎
憲
三
、

（
穴
水
町
）
菅
原
康
広
、
新
田
雄
一
、（
能

登
町
）
横
田
浩
志

〇
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

　

優
秀
商
工
会

第
一
位　

能
美
市
商
工
会　

第
二
位　

野
々
市
市
商
工
会

第
三
位　

美
川
商
工
会

第
四
位　

能
登
町
商
工
会

第
五
位　

富
来
商
工
会

〇
商
工
会
優
秀
支
援
事
例
表
彰

・
最
優
秀
賞

（
白
山
）
辻
 秀
樹

・
優
秀
賞

（
津
幡
町
）
岡
本
和
也
、（
宝
達
志
水
町
）

源
和
宏
、
高
田
圭
一
朗
、
（
能
登
鹿
北
）

澤
井
健
一

石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰

〇
青
年
部
優
良
役
員

（
川
北
町
）
中
村
拓
也
、
向
井
潤
、
（
鶴

来
）
市
野
貴
裕
、
三
納
基
生
、
（
白
山
）

竹
内
悌
二
郎
、（
野
々
市
市
）
藤
田
和
也
、

深
谷
卓
志
、
福
久
力
哉
、
（
か
ほ
く
市
）

松
田
充
信
、
（
森
本
）
高
野
明
延
、
八

田
彰
、（
津
幡
町
）
吉
本
史
、
眞
田
正
彦
、

山
八
圭
介
、
松
本
辰
徳
、
南
村
浩
介
、（
内

灘
町
）
吉
村
晋
一
郎
、
（
羽
咋
市
）
三

宅
悠
也
、
栄
利
史
、（
富
来
）
小
川
省
吾
、

（
志
賀
町
）
升
本
侑
太
、
中
川
広
紀
、（
穴

水
町
）
井
川
友
一
郎
、
（
能
登
町
）
芳

野
欽
之
、
磯
部
勇
気
、
山
本
克

石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

〇
女
性
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）
廣
見
美
津
子
、
佐
野
美
由

貴
、
山
本
峰
子
、
伴
場
薫
、
（
山
中
）

河
本
小
百
合
、
（
川
北
町
）
紺
谷
千
春
、

（
美
川
）
宮
竹
睦
代
、
木
戸
千
加
、
桜

田
美
紀
枝
、
北
川
美
緒
、（
鶴
来
）
能
村

信
子
、
（
か
ほ
く
市
）
森
喜
代
子
、
梶

い
さ
子
、（
森
本
）
新
保
夫
早
代
、
（
津

幡
町
）
吉
田
由
記
子
、
（
内
灘
町
）
木

村
和
子
、
松
岡
美
幸
、
（
羽
咋
市
）
山

出
め
ぐ
み
、
安
達
淳
子
、
八
野
田
妙
子
、

（
富
来
）
畑
中
美
佳
里
、
（
志
賀
町
）
田

中
淳
子
、
南
真
弓
、
小
泉
美
穂
、（
宝

達
志
水
町
）
松
田
幸
枝
、
（
能
登
鹿
北
）

神
戸
玲
子
、
畑
中
紀
代
美
、
（
門
前
町
）

山
口
惠
子
、
田
邊
真
由
美
、
廣
野
美
由

紀
、（
穴
水
町
）
西
川
多
佳
子
、（
能
登
町
）

谷
田
昌
子

　

氏
は
、

長
年
に
わ

た
り
中
能

登
町
議
会

議
員
と
し
て
公
共
の
福
祉
に

奉
仕
し
、
地
方
自
治
の
育
成

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

古
玉

栄
治

氏

　

氏
は
、

長
年
に
わ

た
り
、
医

療
業
務
に

携
わ
り
な
が
ら
、
地
元
商
店

街
の
振
興
に
精
励
す
る
と
と

も
に
、
能
登
町
商
工
会
会
長

等
の
要
職
を
歴
任
し
て
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

酒
屋

利
信

氏

前町長会会長に要望( 写真下)

市
長
会
・
町
長
会
等
に
要
望
活
動
を
実
施

　

県
連
合
会
は
、
十
二
月
一
日
、

県
市
長
会
（
会
長　

村
山
卓
・

金
沢
市
長
）
、
県
市
議
会
議
長

会
（
会
長　

前
誠
一
・
金
沢
市

議
会
議
長
）
、
県
町
長
会
（
会

長　

前
哲
雄
・
川
北
町
長
）
、

県
町
村
議
会
議
長
会
（
会
長　

福
田
晃
悦
・
志
賀
町
議
会
議
長
）

に
対
し
て
、
令
和
八
年
度
の
商

工
会
向
け
市
町
補
助
金
要
望
額

の
完
全
予
算
化
を
要
望
し
た
。

　

併
せ
て
、
能
登
半
島
地
震
や

奥
能
登
豪
雨
で
被
災
し
た
事
業

者
の
復
旧
・
復
興
の
取
組
を
後

押
し
す
る
支
援
制
度
や
各
市
町

の
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」
等
を
踏
ま
え
た
事

業
者
の
成
長
に
資
す
る
施
策
の

充
実
強
化
を
求
め
た
。

　

県
連
合
会
の
長
基
会
長
、
沢

田
副
会
長
、
山
下
専
務
理
事
ら

が
、
直
接
、
各
会
長
に
要
望
書

を
手
渡
し
た
。

村山市長会会長に要望( 写真上)

福田町村議会議長会会長に要望

(写真下)

前市議会議長会会長に要望

(写真上)
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富
来

戸
坂
さ
ん

優
良
賞
受
賞

青
年
部
主
張
発
表
全
国
大
会

珠
算
検
定
試
験
合
格
者

　

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県

支
部
は
、
十
一
月
十
六
日
、
第

219
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
を
実
施
し
た
。
一
級
か
ら
六

級
ま
で
総
勢
十
六
名
が
受
験
し
、

八
名
が
合
格
し
た
。
そ
の
内
、

一
級
合
格
者
は
次
の
一
名
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

◆
一
級
合
格
者
◆
（
敬
称
略
）

　

廣
花　

観
世
（
能
登
鹿
北
）

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
に
参
加

　

第
二
十
五
回
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
が
十
一
月
二
十
六
〜

二
十
七
日
、
岩
手
県
滝
沢
市
の

「
ツ
ガ
ワ
未
来
館
ア
ピ
オ
」
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
三
千

名
（
本
県
か
ら
約
七
十
名
）
が

参
加
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
主
張
発

表
全
国
大
会
で
は
、
富
来
青
年

部
の
戸
坂
隼
斗
さ
ん
が
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
、

優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

　

全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
七
名
が
、
青
年
部
活

動
を
通
じ
て
得
た
思
い
や
学
び

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

　

戸
坂
さ
ん
は
、
「
石
川
県
民

へ
の
道
〜
青
年
部
活
動
が
繋
い

だ
、
こ
の
町
と
の
縁
〜
」
の
テ

ー
マ
で
発
表
。
結
婚
を
機
に
、

名
古
屋
か
ら
妻
の
実
家
で
あ
る

富
来
の
運
送
業
に
従
事
し
、
青

年
部
に
参
加
。
知
り
合
い
も
な

い
中
で
、
「
海
の
ほ
と
り
市
」

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
支
え

合
え
る
仲
間
と
出
会
い
、
富
来

を
地
元
と
し
て
生
き
て
行
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
経
験
を
熱
く

語
っ
た
。

　

こ
の
他
、
株
式
会
社
雨
風
太

陽
代
表
取
締
役
の
高
橋
博
之
氏

が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

主張発表を行う 戸坂さ ん（ 富来）

千
六
百
名
（
本
県
か
ら
約
二
十

名
）
が
参
加
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
主
張
発

表
全
国
大
会
で
は
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
愛
知
県
み

よ
し
商
工
会
女
性
部
の
柴
田
由

紀
さ
ん
が
「
女
性
部
活
動
に
参

加
し
て
〜
一
枚
の
チ
ラ
シ
が
人

生
を
変
え
る
・
婚
活
事
業
か
ら

学
ん
だ
女
性
部
の
魅
力
〜
」
の

テ
ー
マ
で
発
表
し
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
ア

パ
ホ
テ
ル
株
式
会
社
取
締
役
社

長
の
本
谷
芙
美
子
氏
が
「
私
が

社
長
で
す
。
〜
ア
パ
ホ
テ
ル
躍

進
の
秘
訣
と
経
営
哲
学
〜
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

次
回
の
大
会
は
、
商
工
会
青

年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
六

十
周
年
記
念
大
会
と
し
て
、
令

和
八
年
十
月
に
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る
。

　

第
二
十
六

回
商
工
会
女

性
部
全
国
大

会

が

十

月

十
五
日
、
越

前
市
の
サ
ン

ド
ー
ム
福
井

で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
約

第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会

第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
役
職
員
な
ど
を
表
彰

商
工
会
役
職
員
な
ど
を
表
彰

　

さ
る
十
一
月
二
十
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
第
六
十
五
回
商
工
会

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
席
上
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
全
国
商
工

会
連
合
会
長
表
彰
な
ど
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充
」

な
ど
、
六
項
目
の
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

被
表
彰
者
（
石
川
県
関
係
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

・
優
良
青
年
部　

宝
達
志
水
町
商
工
会
青
年
部

・
優
良
女
性
部

か
ほ
く
市
商
工
会
女
性
部

・
優
良
常
勤
職
員

（
山
中
）
向
出　

薫

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
会
員
増
強
運
動

　

志
賀
町
商
工
会

・
商
工
貯
蓄
共
済
（
新
規
加
入
口
数
）

　

能
美
市
商
工
会

・
役
員
功
労
者

（
山
中
）
中
谷
伊
佐
雄
、
（
川
北
町
）
中
野
裕
、

波
奈
政
幸
、
（
美
川
）田
中
一
峰
、
北
田
吉
弘
、

桜
田
剛
、
（
鶴
来
）小
寺
悟
、
安
達
拓
史
、
坂

井
伸
一
、
森
政
人
、
町
享
治
、
（
野
々
市
市
）

寺
西
誠
二
、
小
林
慶
一
、
小
西
利
明
、
宮
森

恒
成
、
田
中
一
博
、
（
か
ほ
く
市
）二
口
勝
博
、

長
田
淳
、
中
本
八
大
郎
、
宮
崎
実
、
（
森
本
）

篠
原
正
、
小
林
美
穂
、
鈴
木
典
之
、
伊
徳
一

仁
、
木
野
昇
、
鷹
箸
直
樹
、
（
津
幡
町
）藤
江

靖
、
（
内
灘
町
）鈴
木
賢
一
、
（
羽
咋
市
）坂
室

英
仁
、（
富
来
）
寺
井
強
、
中
林
琢
也
、
（
志

賀
町
）
北
喜
幸
、
花
島
守
男
、（
宝
達
志
水
町
）

松
田
健
一
、
近
藤
文
芳
、
谷
口
義
則
、
向
瀬

泰
興
、
（
能
登
鹿
北
）杉
森
修
平
、
渡
邊
宗
和
、

（
中
能
登
町
）武
原
俊
彦
、
（
穴
水
町
）小
坂
孝

純
、
水
口
純
一
、
（
能
登
町
）河
村
伊
佐
夫

・
女
性
部
功
労
者

（
川
北
町
）
大
口
昭
子
、
（
森
本
）
髙
松
嘉
代
、

（
能
登
鹿
北
）成
田
眞
喜
子

・
優
良
常
勤
役
職
員

（
宝
達
志
水
町
）源
和
宏
、
（
中
能
登
町
）辻
口

哉
恵
、
（
穴
水
町
）畠
野
十
美
、
（
県
連
合
会
）

中
山
智
之
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経
営
支
援
事
例
発
表

経
営
支
援
事
例
発
表

全
国
大
会

全
国
大
会

　

十
二
月
四
日
、
商
工
会
経
営

支
援
事
例
発
表
全
国
大
会
が
京

都
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
八
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
支
援
事

例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、

富
来
商
工
会
の
中
山
拓
郎
経
営

指
導
員
が
、
「
地
震
被
災
事
業

者
と
歩
ん
だ
復
旧
の
軌
跡
〜
使

え
る
も
の
は
何
で
も
使
う
！
頼

れ
る
人
は
誰
で
も
頼
る
〜
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
、
優
良
賞
を

受
賞
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
に
は
福
島

県
石
川
町
商
工
会
の
青
柳
孝
氏

の
支
援
事
例
が
選
ば
れ
た
。

発表を行う 中山経営指導員

福
島
県
「
相
馬
市
」
な
ど
視
察
〜
商
工
会
長
視
察
研
修
〜

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
活

動
、
ま
た
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
学
ぶ

た
め
、
県
連
合
会
は
、
十
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か

け
、
商
工
会
長
視
察
研
修
を
実

施
し
た
。

　

視
察
研
修
に
は
、
県
内
の
商

工
会
長
な
ど
十
七
名
が
出
席

し
、
福
島
県
会
津
若
松
市
、
相

馬
市
を
訪
れ
た
。

　

会
津
若
松
市
で
は
、
一
般
社

団
法
人
Ａ
ⅰ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
視
察
。
同
法
人
は
、
関

連
企
業
を
集
積
さ
せ
、
市
が
持

つ
大
量
デ
ー
タ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
利
用
し
て

様
々
な
分
野
に
活
用
し
、
新
た

な
産
業
や
し
ご
と
の
創
出
を
推

進
し
て
い
る
。
一
行
は
、
地
域

の
課
題

を
デ
ジ

タ
ル
の

力
で
解

決
す
る

手
法
を

学
ん
だ
。

A ⅰCT コ ンソ ーシアムで、 データ 連携を 学ぶ

　

ま
た
、
相
馬
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
害
・
復
興
状
況

を
、「
復
興
ガ
イ
ド
」
「
語
り
部
」

か
ら
お
聞
き
し
た
。
備
蓄
倉
庫
、

慰
霊
碑
な
ど
も
視
察
し
、
防
災
、

減
災
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

備
蓄
倉
庫

←震災時の状況を 「 語り 部」 から 聞く

慰霊碑前で復興ガイ ド から 説明を受ける

物
産
展
で
能
登
の
元
気
を
発
信
！

物
産
展
で
能
登
の
元
気
を
発
信
！

　

「
四
十
七
都
道
府
県
の
味
と

名
品
の
旅　

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物

産
展
２
０
２
５
」
（
主
催
：
全

国
商
工
会
連
合
会
）
が
、
十
一

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
の

三
日
間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
百
九

十
七
事
業
者
が
出
店
し
、
八
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
、
会
場

は
活
気
に
満
ち
、
大
盛
況
と
な

っ
た
。

　

本
県
か
ら
、
道
の
駅
の
と
千

里
浜
（
羽
咋
市
）
を
は
じ
め
、

に
く
焼
か
つ
お
ち
ゃ
ん
。
、
谷

口
製
菓
㈲
、
㈲
油
谷
製
茶
（
以

上
、
宝
達
志
水
町
）
、
木
村
功

商
店
（
能
登
鹿
北
）
の
五
事
業

者
が
自
慢
の
商
品
を
出
品
。
ま

た
、
北
陸
三
県
の
連
合
会
が
連

携
し
、
「
ほ
く
り
く
う
ま
い
も

ん
マ
ル
シ
ェ
」
を
出
店
。
被
災

地
の
商
品
を
中
心
に
物
販
を
行

い
、
能
登
を
は
じ
め
被
災
地
の

元
気
を
力
強
く
発
信
し
た
。

駐
日
外
国
公
館
連
携
の
商
談
会

に
県
内
の
事
業
者
が
出
展

駐
日
外
国
公
館
連
携
の
商
談
会

に
県
内
の
事
業
者
が
出
展

　

海
外
販
路
構
築
を
目
指
し
た

商
談
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ンA

ll 

Ja
p

a
n

 S
p

e
c
ia

ltie
s G

a
la

 

2
0
2

5

（
主
催
：
全
国
商
工
会

連
合
会
）
が
、
十
月
八
日
、
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
鎌
田
克
慈

う
る
し
工
房
（
門
前
町
）
他
二

事
業
者
が
出
展
し
、
自
社
の
商

品
を
海
外
バ
イ
ヤ
ー
等
に
向
け

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
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なり わい再建支援補
助金

小規模事業者持続化
補助金・ 災害支援枠

９ 次公募

（ １ 月2 3日開始予定）

小規模事業者事業継
続支援補助金

【 補助対象者】
　 　 石川県、 富山県、 福井県、 新潟県に所在する中小企業・ 小規模事業者等
【 補助対象経費】
　 　 工場・ 店舗等の施設、 生産機械等の設備の復旧費用など
【 補助上限額】
　 　 石川県内の事業者　 1 5 億円
【 補助率】
　 　 中小企業・ 小規模事業者　 ３ /４ 、 中堅企業等　 １ /２

※能登６ 市町（ 七尾市、 輪島市、 珠洲市、 志賀町、 穴水町、 能登町） 以外の地域における

　 事前着手制度の適用は、 令和８ 年３ 月3 1日までの申請をも っ て終了と なり ます。

【 補助対象者】
　 能登６ 市町（ 七尾市､輪島市､珠洲市､志賀町､穴水町､能登町） に所在する
　 小規模事業者等
【 要件】
　 ・ 早期の事業再建に向けた計画を 策定し ているこ と
　 ・ 最寄り の商工会・ 商工会議所によ る 事業計画の確認を 受けている こ と
【 補助対象経費】
　 　 機械装置等復旧費用、 店舗修繕費、 広告掲載費、 展示会出展費用など
【 補助上限額】
　 　 2 0 0 万円(直接被害のみ対象)
【 補助率】
　 　 ２ /３

【 補助対象者】
　 　 小規模事業者持続化補助金・ 災害支援枠( 国) の交付決定を 受け、 補助金の
　 　 受取が完了し た、 石川県内に事業所を 有する小規模事業者等
【 要件】 ( 受取が完了し た小規模事業者持続化補助金・ 災害支援枠に対し て)
　 ・ 直接被害での申請である こ と
　 ・ 補助対象経費( 総事業費) が3 0 0 万円超である こ と
　 ・ 補助対象経費の全部または一部が、復旧に関する経費( 建物の修繕費、機械
　 　 の修理費または入替費など) であるこ と
【 上乗せ上限額】
　 　 1 0 0 万円( 小規模事業者持続化補助金・ 災害支援枠と 合わせ3 0 0 万円)
【 補助率】
　 　 ２ /３

※制度の詳細や締切などについては、 各補助金のホームページ（ Q R コ ード から ご覧いただけます。） をご確認く ださ い。

能登６ 市町の被災事業者の皆様へ

チャ レ ンジ支援補助金のご案内

５ 次締切： 令和８ 年２ 月1 3 日（ 金）

補助対象者

能登半島地震や豪雨により 、 経営環境が大

きく 変化し た能登６ 市町（ 七尾市、輪島市、

珠洲市、 志賀町、 穴水町、 能登町） に事業

所を有する中小企業・ 小規模事業者等

能登半島地震・ 豪雨で被災さ れた中小企業・ 小規模事業者向けの補助金

要　 件

・ 新たな業種、 事業、 市場のいずれかに挑戦する こ と

・ 能登事業者支援セン タ ー・ 商工会等の支援を 受けている こ と

・ 能登での事業継続のための事業計画を 策定する こ と

補助額・ 補助率

補助上限額　 ３ ０ ０ 万円
補助率　 ２ ／３ ( 小規模事業者)

　 　 　 　 １ ／２ ( 中小企業）

補助対象経費

新たなチャ レンジに必要なソ フ ト 事業に係る経費
　 システム構築費､広告宣伝・ 販売促進費､

　 備品購入費､新商品開発費､委託・ 外注費　 等
　 ※施設・ 設備整備費（ 修繕・ 修理含む） は対象外

※受付締切毎に審査を 行い、 採否を 決定し ます

※９ 次公募が最終と なる予定です。
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中小企業者持続化補
助金・ 災害支援枠

８ 次公募

（ １ 月下旬開始予定）

営業再開支援補助金

1 3次公募

（ ２ 月1 3日締切）

なり わい再建資金
利子補給補助金

【 補助対象者】
　 石川県に主たる 事業場を 有する 中小企業者( 小規模事業者は対象外)
【 要件】
　 ・ 早期の事業再建に向けた計画を 策定し ている こ と
　 ・ 最寄り の商工会・ 商工会議所によ る 事業計画の確認を 受けている こ と
【 補助対象経費】
　 　 機械装置等復旧費用、 店舗修繕費、 広告掲載費、 展示会出展費用など
【 補助上限額】
　 　 2 0 0 万円(直接被害のみ対象)
【 補助率】
　 　 １ /２

【 補助対象者】
　 　 石川県に事業所を 有する中小企業・ 小規模事業者等
【 要件】
　 ・ 市町等によ る 被害判定が「 半壊」 以上である こ と
　 ・ 地元等での事業再建計画を 策定する こ と
【 補助対象経費】
　 　 営業再開に必要な仮施設等の整備に係る 費用
　 　 < 例>  仮店舗用コ ンテナ、 仮作業場・ 仮倉庫、 キッ チンカ ー用車両、 仮施設建築

【 補助上限額】
　 　 3 0 0 万円
【 補助率】
　 　 小規模事業者　 ２ /３ 、 中小企業　 １ /２

【 補助対象者】
　 ・ ｢なり わい再建支援補助金」 の交付決定通知の発行を 受けた方
　 ・ 上記補助金の自己負担分について、 日本政策金融公庫の「 令和６ 年能登半
　 　 島地震特別貸付」 を 借り 入れた方
【 補助対象額】
　 ・ ｢なり わい再建支援補助金」 の自己負担額部分の借入額に係る 利子
　  （ 最長３ 年間）
　 ・ 借入額が自己負担額部分を 超える 場合は、 支払利子額×自己負担額÷借入
　 　 額で算定さ れる額を 補給

※制度の詳細や締切などについては、 各補助金のホームページ（ Q R コ ード から ご覧いただけます。） をご確認く ださ い。

能登半島地震・ 豪雨で被災さ れた中小企業・ 小規模事業者向けの補助金

※８ 次公募では、 能登６ 市町において令和６ 年能登半島地震等の

　 直接被害を 受けた事業者のみ対象と なる予定です。

能登への新規参入をご検討の皆様へ

起業促進補助金のご案内

４ 次締切： 令和８ 年２ 月1 3 日（ 金）
※受付締切毎に審査を 行い、 採否を 決定し ます

補助対象者

新たな起業・ 第二創業・ 第三者承継（ 多

店舗展開含む） のいずれかによ り 、 能登

６ 市町（ 七尾市、輪島市、珠洲市、志賀町、

穴水町、 能登町） に新規参入さ れる方

要　 件

・ 能登で５ 年以上事業を継続するこ と
・ 地元の商工会または商工会議所に加盟するこ と
・ 能登での新たな事業が、 災害に起因する 地域課題の解決に資する も のである こ と
・ 能登への新規参入の事業計画を策定するこ と

補助額・ 補助率

補助上限額　 ３ ０ ０ 万円
補助率　 ２ ／３ ( 新たな起業) ､１ ／２ ( その他）

補助対象経費

能登への新規参入に必要な施設整備に係る経費
　 新たな施設の整備（ 建築・ 購入）、
　 取得し た施設の修繕、 キッ チン カ ーの購入等
　 ※施設整備費が対象のため、 設備導入費や賃借料等は対象外
　 ※着手済みの経費についても 、 災害発生日（ 令和６ 年１ 月１ 日
　 　  等） まで遡及適用可能
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商工会おすすめの安心共済

傷　 害　 共　 済傷　 害　 共　 済

詳し く は商工会までお問合せく ださ い　 　 　 　 石川県中小企業共済協同組合詳し く は商工会までお問合せく ださ い　 　 　 　 石川県中小企業共済協同組合

加入は随時受け付けています

初日から 対象 対象と なる傷害事故（ 請求漏れはございませんか？）

例えば、 次のよ う な仕事中・ 日常生活の「 ケガ」 が対象と なり ます。

自動車を
運転中に

仕事中 仕事中
スキーを
し ていたら追突し てケガ

ビルの足場から

落ちて骨折

作業中、 誤っ て指を

打ちつけてケガ
転んで捻挫

※通院共済金で、 柔道整復師（ 接骨院、 整骨院） による 治療は、 傷病別に支払日数の制限があり ます。

能登半島地震・ 奥能登豪雨対策融資 R7 .1 2 .1 5 現在

＜県制度融資＞

＜日本政策金融公庫融資＞

制度名 対象者要件 融資限度額 利率
融資期間

（ 据置期間）
申込期限 借換 付保 ･ 保証料 申込先

令和６ 年能登
半島地震・ 奥
能登豪雨災害
対策特別融資

⑴セーフ ティ ネット４ 号（ 地震等の影響で
売上▲ 2 0％） 認定を受けていること
※七尾市以北 6 市町に事業所を 有するも のに限る。

⑵罹災証明書等かつ施設・ 設備復旧の補
助金交付決定を 受けている こ と （ 建物全
半壊と 判定さ れた場合は交付決定不要）
※6 市町を 除く 1 1 市町については、 事業再建資金
(被災し た建物の修繕等)に限定

１ 億円
当初５ 年間0 .00 ％

（ ６ 年目から 1 .00 ％）
10 年( ５ 年) R8 . 3 . 3 1 まで 不可 必須･免除 金融機関

令和６ 年能登
半島地震・ 奥
能登豪雨経営
改善サポート
融資

七尾市以北６ 市町の事業者で 、 認定支援
機関や、 経営サポート 会議※等の支援に
よ り 計画を 作成し た方

※経営サポート 会議： 信用保証協会や債権者
たる 金融機関等の関係者が一堂に会し 、 中小
企業者ごと に経営支援の方向性、 内容等を 検
討する場

１ 億円

【 新規のみ】
期間７ 年以下 1 .2 0 ％
期間7年超1 0年以下

1 .40 ％（ 変動）
期間1 0 年超 1 .7 0 ％( 変動)

【 借換含む】
期間７ 年以下 1 .8 5 ％
期間7年超1 0年以下

1 .95 ％（ 変動）
期間1 0 年超 2 .1 0 ％( 変動)

15 年( ５ 年)

※返済期間後半の
比重を 大き く する
返済方法も 可能

R8 . 3 . 3 1 まで 可 必須･免除 金融機関

物価高騰対策
等総合支援特
別融資

⑴セーフ ティ ネッ ト ４ 号または５ 号認定を受
けている こ と
⑵売上高ま たは売上総利益率または売上高営
業利益率が 5 ％以上減少
※七尾市以北 6 市町に事業所を 有する も のに限る。
⑶罹災証明書等
※6 市町を 除く 1 1 市町については、 事業再建資
金(被災し た建物の修繕等)に限定

１ 億円

【 新規のみ】
1 .5 5 ％

【 借換含む】
期間７ 年以下 2 .2 5 ％

期間7 年超 2 .3 5％

10 年( ５ 年) R8 . 3 . 3 1 まで 可
必須･

0 .2 0 ～
1 .1 5 ％

金融機関

制度名 対象者要件 融資限度額 利率
融資期間

（ 据置期間）
申込期限 借換

担保・

保証人
申込先

能登マル経
直接被害を受けた方

1 ,0 0 0 万円
当初３ 年間 1 .2 0 ％
４ 年目以降 1 .6 0 ％ 運転1 5 年( 5 年)

設備2 0 年( 5 年)
当面の間 要相談

無担保・
無保証　 　 　

最寄り の
商工会

間接被害を受けた方 2 .1 0 ％

令和 6 年
能登半島
地震特別
貸付

直接被害を受けた方
各融資制度
の限度額に

上乗せ
6 ,0 0 0 万円

基準利率 2 .1 0 ～3 .6 0 ％
【 3 ,0 0 0万円まで】

当初３ 年間基準利率 ▲0 .9 ％
（ ４ 年目から  ▲0 .5 ％）

【 3 ,0 0 0 万円超】
基準利率 ▲0 .5 ％

運転1 5 年( 5 年)
設備2 0 年( 5 年)

当面の間 要相談 個別対応
日本政策
金融公庫

間接被害を受けた方 2. 10~3. 60%

地震等により 業績が悪化し ている方 別枠4 ,8 0 0 万円 2. 00~4. 50%
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各種補助金のご紹介

持続化補助金( 一般型･通常枠)

補助対象

補助上限額（ 大幅な賃上げを行う 場合）

補助率従業員5人

以下
6 ～2 0人 2 1人以上

補助対象と し て

カ タ ログに登録

さ れた製品等

2 0 0 万円

( 3 0 0 万円)

5 0 0 万円

( 7 5 0 万円)

1 ,0 0 0 万円

( 1 ,5 0 0 万円)
1 /2 以下

〔 第1 9 回公募開始 : 令和８ 年５ ～６ 月頃予定〕
申請枠 補助上限額 補助率

通常枠 5 0 万円

2 /3
イ ン ボイ ス特例 1 0 0 万円

賃金引上げ特例 2 0 0 万円

上記両特例を 満たす 2 5 0 万円
【 お問合せ】 最寄り の商工会へ

持続化補助金（ 創業型）
〔 第３ 回公募開始 : 令和８ 年５ ～６ 月頃予定〕

申請枠 補助上限額 補助率

創業型 2 0 0 万円
2 /3

イ ン ボイ ス特例 2 5 0 万円

【 お問合せ】 最寄り の商工会へ

補助金 HP は
こ ち ら から ↑

中小企業省力化投資補助金（ 一般型）
〔 第５ 回公募締切日 : ２ 月下旬〕

補助対象
補助上限額

＜従業員規模により 異なり ます＞

( 大幅な賃上げを 行う 場合）

補助率

個別現場の設備や事

業内容に合わせた設

備導入･システム構築

7 5 0 ～8 ,0 0 0 万円

( 1 ,0 0 0 万円～1 億円)

1 ,5 0 0 万円ま で 2 /３

1 ,5 0 0 万円を 超える 部分 1/３

中小企業省力化投資補助金（ カ タ ログ型）
〔 公募 : 随時受付〕

　 　 　 　 　 　 　 　 【 お問合せ】 コ ールセン タ ー： TEL0 5 7 0 -0 9 9 -6 6 0 へ

も のづく り 補助金
〔 2 2 次公募締切日 : １ 月3 0 日〕

補助対象事業枠 補助上限額
（ 従業員規模によ り 異なり ます）

補助率

製品・ サービス

高付加価値化枠
7 5 0 ～2 ,5 0 0 万円 2 /3

グローバル枠 3 ,0 0 0 万円 2 /3

※上記の表は、 小規模事業者の補助内容です。

※大幅な賃上げに取り 組む事業者については、 補助上限額引上げの

　 特例があり ます。

【 お問合せ】 サポート センタ ー： TEL0 5 0 -3 8 2 1 -7 0 1 3 へ

お問合せ】 最寄り の商工会または石川県商工会連合会（ TEL0 7 6 -2 6 8 -7 3 0 0 ） まで�

※令和６ 年能登半島地震・ 豪雨関連の支援制度については、 本紙８ ～９ 頁を ご参照く ださ い。
R7 . 1 2 . 15現在

　 上記の表は、 小規模事業者の補助内容です。

新事業進出補助金

従業員数 補助上限額
（ 大幅賃上げ特例適用事業者）

補助率

2 0 人以下
2 ,5 0 0 万円

（ 3 ,0 0 0 万円）

1 /2

2 1 ～5 0 人
4 ,0 0 0 万円

（ 5 ,0 0 0 万円）

5 1 ～1 0 0 人
5 ,5 0 0 万円

（ 7 ,0 0 0 万円）

1 0 1 人以上
7 ,0 0 0 万円

（ 9 ,0 0 0 万円）

〔 第３ 回公募締切日 : 未定〕

【 お問合せ】 コ ールバッ ク 予約システムをご利用く ださ い

製造業の皆様へ　～もっと「ポリテク」 を活用しませんか！！ ポリ テク セン タ ー石川

人材不足にお悩みの方
ポリ テク 石川では、 年間200人以上がも のづく り の技能・

技術を 学びつつ、 就職活動を し ています!

人材育成にお悩みの方
ポリ テク 石川では、 年間1000人以上がも のづ

く り の技能・ 技術を 学ぶセミ ナーを 受講し て

います!（ コ ースの種類は80種類以上）

セミ ナーコ ース
はコ チラ から
↓　 ↓　 ↓

職業訓練の様子・ 設備・ 機器を 見学し ませんか!!

～ポリ テク セン タ ー石川 見学会のご案内～

・ 日時： 令和８ 年３ 月４ 日㈬

　 　 　 　 1 3 時3 0 分～1 5 時0 0 分(予定）

・ 場所： ポリ テク センタ ー石川

　 　 　 　 （ 金沢市観音堂町へ１ 番地 駐車場完備）

厚生労働省所管の公共職業訓練校

見学会申込みはコ チラ から
↓　 ↓　 ↓

お問合せ： 0 7 6 -2 6 7 -8 8 6 4 （ 訓練課）



－ 12 －

８  .１ .. １ No. 612

石川県商工会連合会・ 相談窓口のご案内 無料

事業承継・ 事業再生等相談窓口

●日　 程 　 １ 月1 5日㈭、 ２ 月1 9日㈭、 ３ 月1 9日㈭
●相談員　 　 税理士　 山根敏秀 氏

●時　 間　 13: 00～17: 00
●場　 所　 本部「 相談室」

労務相談窓口

窓　 口 本　 　 部 能登支所

相談員 社会保険労務士　 中越謙一氏 社会保険労務士　 福井秀和氏

時　 間 10: 00 ～ 17: 00 10 : 00 ～ 17: 00

日
程

１ 月
  5日㈪､  9日㈮､13 日㈫､1 5日㈭､19 日㈪､2 2日㈭､
26 日㈪､2 9日㈭

  5日㈪､  6日㈫､  8日㈭､14 日㈬､1 9日㈪､20 日㈫､
29 日㈭､3 0日㈮

２ 月
  2日㈪､  5日㈭､  9日㈪､12 日㈭､1 6日㈪､19日㈭､
25 日㈬､2 7日㈮

  4日㈬､  5日㈭､  9日㈪､12 日㈭､1 9日㈭､20 日㈮､
26 日㈭

３ 月
  2日㈪､  5日㈭､  9日㈪､12 日㈭､1 6日㈪､19日㈭､
23 日㈪､2 6日㈭､30 日㈪

  5日㈭､  6日㈮､10 日㈫､1 1日㈬､19 日㈭､2 6日㈭､
30 日㈪

Ｉ Ｔ 相談窓口

窓　 口 本　 　 部 能登支所

相談員 Ｉ Ｔ コ ーディ ネータ ー　 福岡明夫 氏 同左

時　 間 10: 00 ～ 17: 00 10 : 00 ～ 16: 00

日
程

１ 月
  5日㈪､  7日㈬､  9日㈮､16 日㈮､2 1日㈬､23日㈮､
26 日㈪､3 0日㈮

1 4日㈬､28日㈬

２ 月
  4日㈬､  6日㈮､  9日㈪､16 日㈪､2 0日㈮､24日㈫､
27 日㈮

1 3日㈮､25日㈬

３ 月
  4日㈬､  6日㈮､  9日㈪､13 日㈮､1 6日㈪､18日㈬､
23 日㈪､3 1日㈫

1 1日㈬､25日㈬

【 相談場所】

「 広域指導センタ ー（ 本部）」
金沢市鞍月２ 丁目20番地　 石川県地場産業振興センタ ー新館３ 階

T EL 076-268-7300

日程は変更になる 場合があり ます。相談ご希望の方は、最寄り の商工会　 又は　 石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡く ださ い。

なお、 各窓口には、 上記相談員のほか専門経営指導員が常駐し ており ますので、 経営のこ と でお困り の方はお気軽にご相談く ださ い。

「 広域指導センタ ー能登支所」
七尾市中島町河崎ヌ 部31番地　 七尾市中島健康福祉センタ ー

すこ やか内 T EL 076-204-6862

石 川 県 内 の 最 低 賃 金

法律により 、最低賃金より 低い賃金で

労働者を使用することはできません。

♦ 地域別最低賃金　 改正発効日 令和７ 年1 0月８ 日

石川県最低賃金 1 ,0 5 4 円（ 時間額）

♦ 特定最低賃金　 　 改正発効日 令和７ 年1 2月31 日

適用業種 時間額

一般機械
(金属素形材製品、 産業用電気機械器具製造業など)

1 ,0 9 0 円

自動車
(自動車・ 同附属品、 自転車・ 同部分品製造業)

1 ,0 9 0 円

電気機械
(電子部品・ デバイ ス・ 電子回路製造業など) 1 ,0 6 4 円

百貨店
(百貨店、 総合スーパー) 1 ,0 6 0 円

お問合せ� �

石川労働局労働基準部賃金室
TEL 0 76 -2 65 -4 42 5
又は最寄り の労働基準監督署へ

最低賃金等の

資料はこ ちら

石

確認しよう

最低賃金

再商品化義務のある事業者（ 特定事業者）

お問合せ� �

(公財） 日本容器包装リ サイ ク ル協会
オペレーショ ンセンタ ー TEL 0 3-56 10 -6 26 1

紙・ プラ スチッ ク 製な
どの特定容器を 作る 、
又は輸入する 事業者

特定容器に詰めた
商品を作る、 又は
輸入する事業者

販売する 商品に紙・ プ
ラ スチッ ク 製の特定包
装を 利用する 事業者

容器包装を 利用・ 製造・ 輸入する事業者の皆様へ

＊常時従業員数と 年間売上高について、 以下の条件を両方と も

　 満たす場合に限り 、 小規模事業者と し て適用除外と なり ます。

業種 売上高 従業員数

製造業等 2 億 4 ,0 0 0 万円以下 かつ 2 0 名以下

商業、 サービス業 7 ,0 0 0 万円以下 かつ 5 名以下

忘れていませんか？

容器包装リ サイ ク ル法による義務を ！

忘れていませんか？

容器包装リ サイ ク ル法による義務を ！

忘れていませんか？

容器包装リ サイ ク ル法による義務を ！
以下に該当する事業者（ 特定事業者） には、 市町村が分別

収集し た容器包装廃棄物を引き取り 、 再商品化をする義務
があり ます。
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お問合せ： 石川県商工労働部労働企画課　 TEL0 7 6 -2 2 5 -1 5 3 1

石川県業務改善奨励金 も あわせてご活用く ださ い

国助成後の自己負担分の1 /2 を 支援し ます　 ※上限あり

石川県業務改善奨励金

令和８ 年３ 月1 0 日

申請締切

国の賃金引上げ支援策

キャ リ アアッ プ助成金
（ 賃金規定等改定コ ース）

人材確保等支援助成金
（ 雇用管理制度・ 雇用環境整備助成コ ース）

人材開発支援助成金
お問合せ： 石川労働局職業安定部職業対策課

TEL 0 7 6 -2 6 5 -4 4 2 8

国の業務改善助成金の支給決定通知を受けた事業者の皆様へ

最低賃金引上げに対する支援策のご案内

【 お問合せ】　 石川県賃上げ緊急支援事業運営事務局　 TEL0 1 2 0 -6 7 8 -6 7 0 （ 平日 9 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 ）

石川県賃上げ環境整備助成金 石川県被災小規模事業者賃上げ支援金

　 賃上げに向けて事業所が行う IT システム導入や、 従
業員のスキルアッ プ研修などの取組に対し て助成し ます。

　 被災し た小規模事業者に対し 、 従業員の賃上げに伴う
支援金を支給し ます。

県内に事業所を有する中小企業・ 小規模事
業者で、 下記に定める従業員の賃上げを実
施し ているこ と 。
※１ 人でも 可

令和７ 年４ 月１ 日( 火) ～令和８ 年２ 月９ 日
( 月) までに行っ た生産性向上、 収益力強化
のための新たな取組
※既に実施済みの取組でも 申請可

小規模事業者４ /５ 、 中小企業３ /４

10 0万円

令和８ 年１ 月1 6日( 金）

対象者

対象事業

助成率

助成上限額

申請期限

次の要件をすべて満たすこ と
●県内に事業所を 有する 小規模事業者で、

下記に定める従業員の賃上げを実施し て
いるこ と 。

●令和６ 年能登半島地震以降の被災により 、
県内事業所で半壊以上の被災判定を受け
ているこ と 。

●被災後の任意月の売上高が、 被災前の同
月の売上高と 比較し て３ ％以上減少し て
いるこ と 。

賃上げし た従業員１ 人あたり ５ 万円
（ 最大1 0人分　 5 0万円）

令和８ 年２ 月28日( 土）

対象者

支援金額

申請期限

従業員の賃上げ要件（ 全て満たすこ と ）

　 ①賃上げ前の時給は、 9 84円～1 ,0 3 4円の範囲内であるこ と
　 ②令和７ 年４ 月１日～令和７ 年12 月31日の期間で、時給70 円以上の賃上げを行っていること
　 ③週所定労働時間は20 時間以上であるこ と
　 ④賃上げ後の賃金水準を１ 年以上継続する見込みであるこ と

　 物流効率化法の改正により 、 2 0 2 5 年４ 月から 、 全ての荷主（ 発荷主・ 着荷主） に物流効率

化の取組の努力義務が課さ れまし た。

全ての荷主企業の努力義務

荷主の皆様へ

積載効率の向上
・ 余裕をも っ た配送日時の設定
・ 運送先の集約　 など

荷待ち時間の短縮
・ 適切な貨物の受取・ 引渡日時の指示
・ 予約システムの導入　 など

荷役等時間の短縮
・ パレッ ト 等の利用、 標準化
・ 入出庫の効率化に資する資機材の配置
・ 荷積み・ 荷卸し 施設の改善　 など

実効性の確保
・ 責任者の選任、 社内教育による体制の整備
・ 取組の実施状況・ 効果の把握
・ データ の標準化や関係者間の連携　 など

都道府県ト ラック 協会
物流効率化法理解促進

ポータ ルサイ ト

※上記の対象者の要件等は、

　 緩和さ れる 予定です。

　 詳細は、 下のQ Rコ ード

　 から ご確認く ださ い。



－ 14 －

８  .１ .. １ No. 612

税務署から のお知ら せ

国税庁Ｈ Ｐ の確定申告書等作成

コ ーナーから 、 自宅でいつでも

申告でき ます！

▶  各会場で当日配付

▶ LIN Eから事前発行

詳し く は国税庁ホームページをご覧く ださ い。 確定申告 検索

確定申告書の作成・ 送信はスマホで！

確定申告書等作成コ ーナー▶

確定申告会場への入場には、 「 入場整理券」が必要です。

国税庁のLIN E公式
アカ ウント はこ ちら

税務職員ふたば

イ ンボイ ス発行

事業者は消費税

の申告が必要と

なり ます！

申告期限
所得税および

復興特別所得税・ 贈与税

消費税および

地方消費税（ 個人事業者）

事業税・ 住民税

令和
8 年 16３ 日月 まで月

令和
8 年 31３ 日月 まで火

令和８ 年３ 月1 6 日( 月) まで

申告会場に来ら れる方は、 マイ ナンバーカ ード と ２ つの

パスワード ( 英数字６ ～1 6 文字と 数字４ 桁) をお忘れなく ！

マイナポータル連携で便利 困ったときはこちらで解決

マイナポータ ル連携をすると
控除証明書等のデータ が
自動入力できます

あなたの疑問、
チャ ッ ト ボッ ト が解決！

マイ ナポータ ル連携

の詳細はこ ちら

◇◆◇ 各地イ ベント ・ セミ ナー案内 ◇◆◇

商工会 開催期日・ 場所 イ ベント 名 内　 容　 等 お問合せ先

かほく 市

１ 月1 7 日㈯～

２ 月1 5 日㈰

場所： かほく 市内イ ベント

　 　 　 登録飲食店

かほく 四季まつり

～冬の味く ら べ～

あっ たか雑炊・ 鍋
まつり

　 まつり 期間中に登録飲食店で各店自慢の「 オリ ジナル
雑炊」、「 逸品なべ」 を 食し た方に抽選券を 配付。 後日抽
選で 登録飲食店共通お食事券が当た り ま す（ 満ぷく 賞
10 ,000 円、 味わい賞 3,000 円など）。
　 また、 登録飲食店のスタ ンプ５ 店舗分を 集めると 、 か
ほく 市共通商品券 1,000 円分と 交換でき ます。

かほく 市商工会

T EL: 076-204-6822

能登町

１ 月1 8 日㈰
10: 00～15 : 00

場所： 能登町いやさ か広

　 　 　 場、 大屋根広場
　 　  （ みなと のニワ）

宇出津港のと 寒ぶ
り まつり 2 0 2 6

　 能登の冬の味覚を 代表する 〝寒ぶり 〟。 宇出津港で水
揚げさ れた「 天然能登寒ぶり 」 の解体ショ ーを 開催。 解
体さ れた寒ぶり は来場者に振る舞われます。
　 また、 能登のう まいも んや地元特産品が盛り だく さ ん。
ミ ニコ ンサート の歌声と と も に能登町宇出津で存分にお
楽し みく ださ い。

寒ぶり まつり 実行委員会

（ 能登町商工会内）

T EL: 0768-62-0181

白　 山

２ 月６ 日㈮ 

16: 00～21: 00

場所： 白山市白峰･
      桑島地区

雪だる ま2 0 2 6 　 白山ろ く 白峰・ 桑島地区の住民が大小さ まざまな雪だ
る まを 作り 、 地区内が雪だる までいっ ぱいになり ます。
夕闇が迫り 、 雪だるまに灯り が灯さ れると 、 まち全体が
幻想的な雰囲気に。 地域の名物を 中心と し た飲食物の出
店コ ーナーも 各所に設けら れ、 食べ歩き も 楽し めます。
※雪だるまラ イ ト アッ プは 17: 00 ～

白峰観光協会

T EL: 076-259-2721

穴水町

２ 月2 8 日㈯～
３ 月１ 日㈰

９ : 00～15 : 00

場所： 穴水商店街通り

穴水商店街にぎわ
い牡蠣まつり

　 穴水町の復興を 願い、 賑わいを 取り 戻すため、 穴水商
店街通り にて「 穴水商店街にぎわい牡蠣まつり 」 を 開催
し ます。 牡蠣の販売や浜焼き ブースはも ちろ ん、 牡蠣を
使っ たグルメ のテント で穴水の冬の味覚「 能登かき 」 を
堪能でき ます。 ぜひご来場く ださ い。

穴水町観光物産協会

T EL: 0768-52-3790

会計ワーク スの特長

決算・ 申告書の作成も

スムーズ!

堅牢なセキュ リ テ ィ で安心!

パソ コ ン が苦手でも

商工会がし っ かり サポート !

イ ンボイ ス制度にも 対応！

給与や販売情報と も 連携でき

ます。 （ いずれも オプショ ン）

帳簿の付け方が分から なく ても

商工会がアド バイ スし ます!

商工会サポート 付き で
安心価格！

3 3 ,0 0 0 円/年

会計ワーク スの

お問合せはお近く の

商工会まで！

商工会がおすすめするク ラ ウド 会計商工会がおすすめするク ラ ウド 会計

会計ワークス会計ワークス

消費税イ ンボイ ス制度に対応し て

います。

詳し い対応内容について

公式ホームページのご案内はこ ちら ＞＞＞
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５ 月25 日、「 能登応援森も り 手づく
り マルシェ 」で富来商工会女性部の
出店を支援

４ 月５ 日、 かほく 四季まつり 「 桜ま
つり 」 でチャ リ ティ も ちつき大会を

開催し 奥能登豪雨被災者を支援

森本商工会

かほく 市商工会

能美市商工会

美川商工会

津幡町商工会

５ 月３ 日～５ 日、 女性部が「 九谷茶

碗まつり 2 0 2 5 」 で能登の産品を販売川北町商工会

商工会の

復興支援活動

2 0 2 5

11月２ 日～３ 日、 青年部が「 N O TO
×Y A M A N A K A ビ ール＆フ ード
フ ェ ス」 で能登の事業者及び能登鹿

北商工会青年部の出店を支援　

山中商工会

1 0 月2 3 日、 女性部が「 語り 部列車
＆能登復興支援の旅」 を実施 1 0 月2 6 日､｢美川里海き と き と 祭」

で能登復興支援チャ リ ティ ーイ ベン
ト を開催

６ 月1 7 日、 女性部が「 能登復興応
援ツアー」 を実施

８
月
23
日
、
「
内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
ア
ワ
ー

＆
う
ち
な
だ
復
興
花
火
大
会
」を
開
催

10
月
12
日
、
つ
る
ぎ
一
六
大
市
「
ご
当
地

グ
ル
メ
大
会
２
０
２
５
」
で
珠
洲
の
キ
リ

コ
太
鼓
を
披
露

鶴来商工会

内灘町商工会

白山商工会

1 1 月1 2 日、 女性部が「 今行ける能
登ツアー」 を実施

1０ 月1 8日、 「 どまんなかフ ェ スタ
～ど まんなかD Eハロ ウィ ン ～」 で
能登のキッ チンカ ーの出店を支援

白山・ 野々市ブロック商工会



－ 16 －

８  .１ .. １ No. 612

羽咋市商工会

門前町商工会

富来商工会

能登鹿北商工会

穴水町商工会

中能登町商工会

能登町商工会

1 0 月1 9 日、 商店街にぎわい創出事
業｢ハネノ オト 音楽祭2 02 5 ｣を開催

志賀町商工会

1 0 月1 1 日、「 志賀商工祭＆復興花
火大会」を開催

11 月1 3日～15 日、 青年部が宮城県
女川町の復興状況を視察　

９ 月13 日、「 光の絆、 増穂浦のき ら
めき 202 5」で物産展を開催

３ 月９ 日、「 和倉元気フ ェ スタ 復興
かき 祭り 」に参加

７ 月19日、 長谷部まつり で穴水高校
書道ガールズが地元産の木製台紙に
書いた作品を展示

宝達志水町商工会

1 1 月８ 日、 福井県越前市商工会の
復興状況視察を受け入れ

６ 月８ 日、「 おにぎり THE フ ェ ス」
で復興を祈念

７ 月2 6 日、 長野県信濃町商工会の
イ ベント に出展

商工会の

復興支援活動

2 0 2 5

県連合会 県連合会

９ 月３ 日から 延べ21日間、 KITTE大
阪・ HO KU RIKU + で「 ほく り く う ま

いも んマルシェ 2 0 2 5 」 を 開催し 能
登の復興を応援

1 1 月2 1 日～2 3 日、 池袋サン シ ャ
イ ン シ テ ィ ・ ニッ ポン 全国物産展

で 「 ほく り く う ま いも んマ ルシ ェ
2 02 5」 を開催し 能登の復興を応援


